
お子さんも楽しんで 

参加できます！ 

➣３歳ぐらいから 

➣要事前申し込み 

➣利用料３００円 

（おやつ・飲み物・保険） 

※お子さんの上履きが必要です。 

※ゲーム機・カードゲーム等は持ち込めません。 

※アレルギーのお子さんは、おやつを 

ご持参ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
（文京の学童保育交流研究集会） 

第４０回 
       

今年第 40 回をむかえる「ぶんこうけん」。子どもの育ちのすがたや、子どもとのかかわり、働

きながらの子育て生活のことなどについて、保護者と育成室の指導員でともに学び、話し、考え

ることができるイベントです。子育てと仕事の間で慌ただしく過ぎていく日々に、人との出会い

や考え方との出合いから新しい風を取り込んで、少し変化を。きっと明日へのエネルギーチャー

ジとなるはずです。是非ご参加ください！！ 

●日   時  2024 年2 月25 日 （日） 13：00～17：00  12：30開場・受付） 

●会 場  文京区立 茗台中学校  （文京区春日２丁目９−５） 

         ※会場への出入りはアカデミー茗台のエレベータ利用となります 

 

●参加費   500 円（資料代として） 

●申し込み  裏面をご参照ください。 申込〆切：2月 1７日（土）                                    

●内   容  〈詳細は裏面をご参照ください〉 

１３：００～   開会 （１２：３０開場） 

報告 「育成室を取り巻く状況」 高橋 誠先生 

１３：２５～  第 40 回記念講演 『 子どもが素顔でいられる権利 』 

講師：増山 均先生（早稲田大学名誉教授） 

１５：２０～１６：５０ 分科会（内容は分科会紹介の欄をご参照ください）  

１６：５０～１７：００ 閉会交流会 

●持 ち 物  スリッパ等上履き持参 

 

 

 

主催/文京区学童保育連絡協議会 運営/ぶんこうけん実行委員会 

子どものこと、聴いて、学んで、話せる！ 
育成室保護者と指導員の交流学習イベント     

＠bunkoken 

問い合わせ先： 

第４０回ぶんこうけん実行委員会 

bunkyo.renkyo@gmail.com  

（文京区連協役員会） 

当日の連絡先: 090-3520-6474（事務局山口） 

 

  

https://www.facebook.com/bunkoken
mailto:bunkyo.renkyo@gmail.com


■■ 参加申し込み方法 ■■ 

申し込みはウェブ（google フォーム）から 

右の QR コードをご利用ください。    ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ ☞ 

                                            https://forms.gle/sjsHPgNzCjtgdjLf9 に遷移します 

※「こどものおへや」利用については事前の申し込みをお願いします。 

※大人については、当日参加も可能ですが、人数把握・準備のためなるべく事前の申し込みをお願いします。 

 

※ご記入いただいた個人情報は、開催に関する連絡のためにのみ使用します（報告集の送付、申込内容の確認や開催に関する連絡等）。区連協役員会・実行委

員会内の管理とし、第三者との共有は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演紹介 

分科会紹介 

■第 1分科会■  「  学童期から思春期へ   」  担当指導員：高橋 誠 先生 （柳町地区館長）                 

 幼児期から学童期、そして間もなくやってくる思春期。小学校では３、４年生の保護者会ですでに、今が思春期の入り口と話さ

れます。思春期、大丈夫かな？反抗期はどう乗り切れば？などという不安もあるかもしれません。ですが思春期とは子どもが

著しく成長する時期、多くの輝きを大人に見せてもくれる二度とない時期でもあるのです。充実した思春期の鍵は、今この学

童期にあると言っても過言ではありません。第一分科会ではベテラン指導員の高橋誠先生を囲んで、子ども理解を深めます。 

■第２分科会■  「  子どもの世界をのぞいてみよう   」  担当指導員：喜納 佳貴 先生 （駕籠町育成室指導員）      

“「めっちゃおもろい！」に溢れていた自分の子ども時代” “「私たちも、かつては子どもだった」ということ”  を思い出して、この

第二分科会に参加した後は、参加者が子どもと目線を同じくして個として向き合い、より心豊かに子どもたちを見守れることを

目的としています。 日々子ども世界の中にいる育成室の指導員の先生のナマのご経験から、楽しい（子どもあるある）エピソ

ードをうかがいつつ、交流します。この分科会をきっかけに、おとなの方から子どもの世界に巻き込まれてみませんか？ 

■第３分科会■  「  卒室するって、どういうこと？   」  担当指導員：市毛 真人 先生 （千石地区館長）           

育成の子どもたちは、小学３年生の春に「卒室」します。成長の証でもあり大きな節目ですが、親も子も不安がいっぱい。特に

春休みは「４月１日」からもう育成には通えなくなります。 “カギはどうする？” “一人でお留守番できる？” “放課後の居場

所はどうしたらいい？” “災害時はどうしよう！” 心配はつきませんが、「卒室」という成長を前向きに受け止めて、安心して

迎えられるよう、先輩パパママや指導員の先生の言葉からたくさんのヒントを受けとってください！ 

■第４分科会■  「  父母会をより楽しく  ～区連協第 2回会長会～  」  担当：区連協役員会                 

年度内２回開催の区連協会長会の第２回目です。今年度の会長さん、決まっていれば来年度の会長さんもご出席ください。

今年どんな活動ができたのか、今だから振り返ることが出来る点もあると思います。それを共有し参考にしながら、なぜ父母

会活動が必要なのか、なぜ保護者の骨折りをあえてするのか。その必要性と意義を確認して次年度につなげる場とすること

を目指します。 

                  「子どもが素顔でいられる権利」 
講師：増山 均 先生 （早稲田大学名誉教授） 

「子どもの権利条約」をご存じですか？日本は紛争国ではありませんが、この条約の謳う内容は現代の日本の子

どもたちにとってとても重要です。それはなぜでしょうか。国連で採択されているこの条約を知ると、子どもの

人間性のために大切なこと、そして大人によって守られるべきことが見えてきます。子どもの権利を知ることは、

子育ての豊かさにもつながります。是非、「子どもの権利」を一緒に学びましょう。 

 

増山先生プロフィール：1948年、栃木県宇都宮市生まれ。 

専門は社会教育学、社会福祉学。東京教育大学文学部哲学科、東京都立大学人文科学研究科大学院修了。日本福祉大学社会福祉学部教授、

早稲田大学第一文学部・第二文学部教授、早稲田大学文学学術院文化構想学部教授を経て、現在、早稲田大学名誉教授。日本学童保育学

会代表理事。日本子どもを守る会会長。子どもの権利条約市民・NGOの会共同代表。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSec5D-89r_GS_JQ-t61Yq5Z6LCOUn8mKUtLgSxoU3OeNQ4gJw/viewform?usp=sf_link
https://forms.gle/sjsHPgNzCjtgdjLf9

